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財政事情

説明

特別

室田
、喝、トー

&::1 

τす

大村市告示第73号

地方自治法第243条の第1項、並びに大村市財政事情説

明書の作成および公表に関する条例第 2条の定めるとこ

ろにより、大村市の財政事情をつぎのとおり公表します

昭和42年 6月1日

大村市長大村純毅

会 号 機 縦 約終総務紛捻Vへミさ

お財政事情説明書守

i.f> 

昭和42年

度一般会

計当初予

算のうち

歳出の部

を性質別

に分析し

ますと次

の図のよ

3 元冶J己主08日円¥/ 11 ，869南一十(7:7お ー¥/ うになり

1 25.紘一一~ ます。

品住f寺補官多費 4，903千円(0.4%)

昭和42年度一般会計当初予算(単位千円〕

[歳入科目|予算額|骸 li 歳出科目 !予算額1-
11市 税 i肌叫 20911議会費 I 22，927 

12国有提供 施 設等所 !

i 在市 助成交付金 (

3.臨時 地方特例交付金 1! -:13民 生 費 1343却 5

4地方交付税 283，550123.01 4.衛 生 費 50，210

5.分担金及ひ・負担金1 15，20ii 121 5.労 働 費 1 42，316 

6・使用料及び手数料 36J924 3q e 町6農林水 産業費

11岨1103，S，620254131|| 9o 7・ 国庫 支出 金 314，7751 25. 7.商工費 3.3 

8.県支出金 563901 4 8.土木費 9.2 

9・財 産収入 9，4651 0・8:9.消防費 32，935 

10.寄 附 金 586 10.教 育 費 175.9491 

11.続 入 金 1 11 . 災 害 復 旧 費 9，824 

2 越金l;;iilm13諸 収入 15.6113.諸支出金 1 

4.市 債 50114.予 備費 1，149

1|1歳入合計 100 歳出合計 l1m i 
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【まえがき】

昭和41年度の下半期と昭和42年度

当初の本市の財政事情は昨今の諸物

価の高騰、公共料金の値上げ及び義

務的経費の増嵩など財政需要が著し

〈増加する反面、市税及び地方交付

税など一般財源の自動的減収をよぎ

な〈され、本市財政の収支を一段と

悪化させています。

このような財政悪化のしわょせを

うける昭和42年度の本市財政は、さ

らに苦し〈なることが当然予想され

ます。

このような状況を十分勘案し財政

運営の効率化と合理化に意を用い、

消費的経費については極力節減に努

め、又投資的経費についても極力財

源の確保に努めるとともに、あ〈ま

で健全財政を堅持しつ〉行政水準の

向上に一段の努力をいたす所存であ

りますので今後とも市政の運営にと

理解とと協力をお願いいたします。
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昭和42年 7月10日 昭和33年 4月22日第三種郵便物認可 大村市政だより (2) 

昭和42年度特別会計予算 (単位千円〉

会 計 別 |昭和2年度当初予算額|昭和41年度当初予算額|増 減 (ム)

国民 健康保険事業費 142，839 142，039 800 

と 畜 場 費 412 456 ム 44

iEh コ 言十 143.251 142，495 756 

昭和41年度一般会計歳入歳出予算
目 | 予 一 算 額

!当 初補 正 最

1.市税 235，816 13，262 ! 

2国有提供施設等所在市助成交付金 4，265 ム 1131 I 

3臨 時 地 方 特 例交 付金 1ω00

4.地 方 交付金 303，238 : 3，357 I 
5分 担 金及び負担金 16，?39 10，924 

6使 用料 及び 手 数料 28，531 772 I 
: 7.国 庫 支出金 312，]22 54，406 

1・県支 出金 59，043 21，449 

9.財 産収入 16，355 3，838 ! 

此 寄 附 金 7，204 ム印1

11繰入金 1 ! - t 

12・繰 越 金 10，625

;13諸収入 16乙278 : 則92

'14.市 債 173，000 EO，500 I 

歳 - 全一 合 計 1，3竺94 3ζH'J3 

| 予 算額
歳出科 目 || 当 初 1 補正 1 最終

11議 一会 費 22，237 ] 45 22，382 

2.総務 費 | 却2，266 i 61，952 354，218 

3・民 生 費 322，981 28，748 351，729 

4.衛生費 40，952 14.132 55，084 

5.労働費 34.483 16.776 51，259 

6.農林水産業費 138，130 55，763 193，893 

7・商 工 費 38，797 I 1.267 40，064 

8.土 木 費 125，962 I 65，649 191，611 

9.消防 費 51・300 I 6，419 57，719 

10.教育 費 155，923 I 76，iOl I 232，624 

:11.災 害 復 旧費 17，439 1，136 i 18，575 
12.公債 費 72，546 I 1，491 74，037 

13諸 支 了出 金 1 I 

114予備 費 5，6打 d 2，506 3，171 0.2 

継続費繰越 I . 一 | - 1 5064 | - | 2似

明 許繰越 - i 18，876. 18，876 

i歳 出 合計 1.318，694 I 327，67 r，646，36 7 1 0 0 1，372，906 

※この表は3月31日現在の収入済額及び支出済額であり、 歳入が少なし、おもな原医は園、県の補助金等¢未収入で
4月、 5月において収入されることになってお ります。
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(単位千円〉

収 入 済額 !

250，962 

4、084

10601 

306，595 

3，911 

28，380 

338，046 

55，479 

16，238 

4，664 

16，208 

242，963 

85800 

1，363，931 

支 出済額

22.058 

261.220 

344，114 

43.150 

49，256 

134，497 

39，768 

154，341 

56，804 

156.329 

16，131 

73，698 

昭和41年度特別会計歳入歳出予算(最終) (単位千円)

予 算 額 |収 入 ; 額 i支出 I~ 51 [ 
会 計 別 ! ~ m m 正 ! 最 終 :収入号室)1歩合%i支出済企 )!歩合引 去)ー 引 i

o 国民健康保険事業費 | 四，ω21，5河日，618I ω ，350 I 87.0 I 135，566 ω! ふ7841

と畜 場 費 456.: 154 I 610 I 600 ! 98.4 I 569 : 93.3 I 31 I 
合 計I 14山 21，730i 倒，2251 -142，9501 -，1 13ふ135 1 1



昭和42年 7月10日昭和33年 4月22日第三種郵便物認可り大村市政だよ

(自41.10.1"-'至42.3.31)一時借入金しら
| 借入金額 !
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昭和38 39 40 41 42年

j主 41年度

ー予算額

42年度は

【あとがき】

以上で本市の昭和41年度下半期

の財政状況並びに昭和42年度当初

の歳入歳出予算の概要についての

説明を終りますが、今後と b本市

財政の健全な運営をはかり、積極

的な市勢の進震に努めてまいりた

いと思いますので市民のみなさま

にも、市財政についてなお一層の

と理解 とと協力をいた Yきますよ

うお願いいたします。
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昭和42年 7月10日 昭和田年4月22日第三種郵便物認可 大村市政だより (4) 

入院患者数(延〉は前年に比べ約 5パーセン

トの増加と なっており、外来患者数(延〉は前

年に比べ約10パーセン ト減少となっておりま

すが、これは外来患者に対する投薬日数が従

来よ り延びた乙とが主な原因と思われます。

42年度においても本市医療センタ ーとして

市民の健康増進をはかることを目標として最

近の医学の進歩に対応した諸施設の整備を促

進し、更に医療職員の確保をはかり医療態勢

を強化して、 総合病院としての機能を高度に

発揮するよう推進する方針であります。

(2)経理の状況

昭和41年度の経理の状況は別表 1のとおり

で、その概要はつ ぎのとおりであります。

損益勘定

収益的収入

収益的支出

差引純利益

資本勘定

資本的収入

資本的支出

250，873，991円

231，220，439円

19，653，552円

3，350ヲ000円

15，375，654円

差引不足額 12，025，654円

差引不足額は当年度分損益勘定留保資金、

過年度分損益勘定留保資金及び繰越利益剰余

金で補てんしました。

(3)企業債・一時借入金の現在高

昭和42年3月末の企業債および一時借入金

の総額は、別表 2，3のとおりであり、昭和41

年度中に支払済の企業債償還利息は1，622，09

2円、一時借入金利息は3，176，100円でした。

(4)予算の概要 J

昭和42年度当初予算は前述の経営方針に基

づき計上いたしましたが予算の概要は次のと

おりであります。

収益的収入 242，388千円

収益的支出 242，388千円

差 引 O千円

資本的収入 15，116千円

資本的支出 22，492千円

差引不足額 7，376千円

差引不足額は当年度分損益勘定留保資金で

補てんします。

-・.

大村市告示 第74号

地方公営企業法第40条の 2第 1項の規定に

より 、I昭和41年度後期分(昭和41年 10月1日
ー 弓 喝 ー

から昭和42年 3月31日まで〉む市立病院事業

市モーターボート競走事業、及び市水道事業

の動向および財政事情をぎのとおり公表しま

す。

昭和42年 6月 1日

大村市長大村純毅

(1)事業の概況

昭和41年度事業としましては懸案のレント

ゲン室の増築を行ない、撮影室及び透視室の

拡充整備並びにレントゲン装置の高度化によ

り診療効率の向上をはかり、更に各種医療器

械の整備により科学的検査及び治療設備を充

実して診療効果の迅速化を促進すると ともに

ベット及び床頭台を更新して患者の利便をは

かつております。

入院・外来・患者数 調剤数(単位剤)

一一杢一一一一一匡一 |三車整壁旦i1 ぽ 4'r 1 謂 剖 粉 i
区分入院患者 |外来患者 |外来患者 II一二二 二一|二二三二二二』

延人 貝~人員 1 延人 旦 i I 10月 11.564

ijjl古川;;;[人)llJFiji
月 6，658 I 6，336 I 276 I I 3月 I12，157 

3月I6.913 I 6.929 I 267 I I計 I68，269 
計 I42，320 I 40，190 I 2.106 I I一 口 1

平均
233 I 273 I 14 i!平易 421
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収1:矛1款病院

益|芳1項医業収

岡芳2項医業外 収

入| 合 ・ 計

収|別款病院事業費

益|方1項 医業費

的! 芳2項医業チ

支i芳3項予
出 A

期|
間1:手1款期間外
州
支|芳1項期間外
出|

資|芳1款資本的収 入 i
l ; : 方別料糊一1叫明舵Z項桁頁引f

矛料2項固定資産売 却 代 金 |

巧芳ア3項国庫補助金 f

入，;;y4項他会計からの長期借入金

| 合 計 1

4糊資本的支出 |

|芳1項建設 改良費 :

本|芳2項企 業 債 償還金 |

的i 他会計からの長期借入 |
|方3項倍 沼 ~ I 

支| 目届 Zl
出|料項投 資 |

| 合 計 |

経

用 |

益

事

(別表 1)

196，919 用

ト

計

費

費

備

"-E 

資本的収入額が資本的支出額に不足する額 12，026千円は当年度分損益勘定留保資金 6，533干円過年度分損益勘定

留保資金222干円及び繰越利益剰余金5，271千円で補てんしたσ

※ 

ヂγ
f 

ノ'

4 

)

一

期

一
回

目

白

白

3

円↑冬、

一一
一
-
.
一
一

千

一

間

一
3
.
J
J
J
J
J

位

一

償

一
灯
必
必
川
町
抑
制
町

し

一

言

一
匡

匡

厘

}

一

FE-

-
5

M

M

M

q

δ

F

b

在

一

一

分

分

分

克

一
リ
一

6

M

M

M

6

6

印

「
は
い
L
h
ぃ
ーー

ー

陣
|年l
l

m
一
還

高

一
回

訂

関

町

時

似

卵

F
-
一

一

6

1

9

3

9

0

0

3

一
償

一
品

民

4

担

智
一
未
残

一
j

1

4

一

一

一町

一喜一高計
「
抑
制
叫
叫
叫
川
町

(

一言
一還

一
一
札
L
n
U
ゐ

L

M

ω

一一
償
累
一

一還
下

l
了
1

1

1

1

1
1

一
一
度
高
一
日
訪
日

U
臼

M
n

一

一

一
巧
4

1

4

n

u

ワ
4
1
i
1
A
n
E

一償
一年
還
一
L

乱

一一
当
償
一

一

百同

一
H
U
A
υ
n
u
n
U
A
U
n
u
n
U

一

骨

賃

一
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u

一

:

一
A
U
q
L
A性
向

U

A

U

n

u

n

D

一
経

一
Z

L

1
仏

え

民

η
h

一

ー
{
i

一
ワ臼

1
A

泊
斗

一

戸行

一

一

発

一

一
千

J
1
一

4

1

7

0

0

1

一
〆

r
E
一

2

3

2

3

3

3

一
月
一

5

3

4

7

3

3

一
発
年

一
初

出

目

白

泣

お

先

一
省

p

p

省

省

省

入

一
政

蔵

政

蔵

借

一

郵

グ

庁

大

郵

大

童
日細明企業債

白百

設費

看護婦寄宿舎建設費

医 師住宅建設費

合計

ノア

目

く別表 2)

建

債

病院

1/ 

起

(単位千円〕

届
庖
側
一

支
支
忠
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村
村
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一

大
大
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行
行
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度
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一成鞭
-A
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約
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一
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作
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(別表 3) 一時借入金明細書
本年度中における
借入残高最高額 考

守主4

F司

50，000 

残末

45，000 

度年本

55，000 

高残末度年前
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(2)経理の状況

経理の状況は別表 1のとおり ですが、他会計へ

心繰出金も前期 とめわせ一般会計へ 164，500千円

市立病院事業会計へ 3，250千円の合計 167，750千円

ー を支出し、市の財政に貢献する乙とができました

(:3)企業債および一時借入金の現在高

防波堤工事並びに千円券発売所新築工事な ど抱

設改善の資金として、 当年度 75，000千円の企業債

を借入れ、その中 20，000千円は返済し、 生E度末残

高 55，000千円 となりました。なお、 一時借入金は

ありません 3

大村市政だより (6) 

(1)事業の概況

モー ターボー 卜競走事業は、昭和41年度も順調

な発展をとげ年間開催回数も 144回の完全実施が

でき 、 1日平均売上げは 12，406，315円で 前年度

8，227，756円に〈らべ、51パーセント増の実績を上げ

ることができました。

また、懸案でありました防波堤工事も前年度に

引続いて 2期工事に着手し、当年度で完成いたし

ました。

(別表 1) 経 理 の状況 (単位平円〉

予 算額 I -= _+~L/-"-= 1 

| 区 分 lE訴 事夜弓吉野葬宮市費充当拍車流用額合 計 |予算執行額 |

lV 1款モーター ボート事- mo引 仙 5川 i - l 19046叫 1…l 
益i;や1項営業収益 1，258，439i 643，959 t - I -:-I 1，902，398‘ 1，891，027 
1的I~1) Tt:;' ~ ~ 1m +foo 1 t'7()l) I 
何 1:守2項営業外収益 1，7221 5521 ー -1 2，274 ! 2，828 

天| 合 計 1 1260，161I 644，511 - 1 1，904，672: 1，893，855 

J別款モーター ボート事業費用 iL175，649| 532，041! - ! -i L7079690 L690，O位

|主|矛1項 営 業 費用 | 山 2.579I 532，937 i 145 ! - - I 1，705，661 1，689，226 

的|芳2項営業 外費用 1，5701 ム 660i - ! - 1 910 866 

支I;y3項予 備 費 1，500I ム 2361 ム 145! - i 1，119 
出 h.. =-1- 十

| 合 計 |1川，649! 532，041 I 1，707，690 i 1，690，092 

!莞 引当年 度 利益 剰余金 | 剖 ，5121 以 470I 196，982 I q
d
 

no 可'
n
t
u
 

A
U
t
 

q
L
 

本資的収入

赤1款費本 的 収入 | 17，179 ! 58，100 75，279 75，256 

7t1項企 業 債 17，000 58，000 75，000 75，000 

ヰプ2項固定資 産 売 却 代 金 179 100 

75，m279l 1 

256 

合計 17，179 58，100 75，256 

ヰァ1款資本 的支出 110，146 : 176，431 : 285，509 

f的本費

7.H項建設 改良費 29，696 63，541 93，237 92，369 

方2項貸 付 金 80，250 87，500 167，750 167，750 

7t3項 予 備 費 200 一 200 

i支 ヰフ4項投 資 5，390 5，390 5，390 
. 

|出
20，00Q 20，000 20，00') 

合計 110，146 176，431 286，577 1 285，509 

※ 資本的収λ額が資本的支出額に不足する額 210，253千円は過年度分損益勘定留保資金5，528千円、当年度分損益

勘定留保資金 7.925千円繰越利益剰余金 13，844千円及び当作度利益剰余金 182，956千円で補てんした。
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=・・
昭和42年 7月10日

建設 改良工事

工事名 l 金

舟券投票所(千円券発売所)新築工事 |

投 票所下屋増築工事 |

木工機械 室及び木材倉庫下 屋 !

防波堤(西側)新設工事|

グ (北 側 1/

防 波 堤 保安灯 |

(単位千円〉

157，533 

174，815 

171.802 

(単位千円〉

額

3，290 

460 

300 

25，877 
49，300 

885 

運営につきましては'常に効率的な維持管理に意

を用い、健全なる経営に努力しております。しか

しながら本年は一部時間的に給水量噌加による減

断水状態の地区が現れ、今後更民増大する傾向が

予想されますので、乙れを解消するため第 5回拡

張事業計画(工事費 2億円〉を樹立し議会の議決

を得、更にさる 2月 8日厚生大臣の認可を得まし

たので昭和42年度から 3カ年聞の計画で着工の予

定です。この事業工事完成によって市内の給水区

域についてはどこの場所でも平均した水圧で、豊富

に浄水を供給で唱きることになります。

現在の行政区域内の給水戸数は、 3月末 日現在

で7，708戸となり 前年に比して451戸の増加でその

普及率は 63.9パーセントであります。

(2)経理の状況

後期の経理については別表 1のとおりです。

(3)企業債・一時借入金の現在高

昭和42年3月末日の企業債及び一時借入金の総

額は別表 2.3のとおりです。

性)予算の概要

昭和42年度の予算の概要は次のとお りです。

収益的収入 66，277千円

(4)予算の概要

昭和42年度予算では一日平均売上を 12，500千円

にして、 収益を 1，870，811千円とし、 そのうち

1，709，914千円の費用がいりますので、差引利益

160，897千円を見込み、繰出金は 145，000千円を計

上しました。資本的収入及び支出の部では、収入

は33，515千円(うち企業債33，200千円〉、支出は、

202，168千円で、おもなものは前記繰出金 145，000

千円、建設改良費として、レースコース海底、法諜

及び海岸の一部埋立ほか 38，218千円、企業債償還

金 18，750千円を予定しております。

なお、収入が支出に不足する額 168，653千円は

繰越及び当年度利益剰余金、当年度損益期定畜保

資金等の内部留保資金を充て ることにしています

(1)事業の概況

水道事業は、住民の日常生活と公衆衛生の向上

にともなって、その役割は市政の発展とともにま

すます重要なものとな っております。

この重要な水道事業は、地方公営業法の規定によ

り水道料金によって企業と して独立した経営がな

されております。

給水関係工事 (単位件〉

収益的支出 66，277千円 |区分 !1O月 11月 !12月 !1月 12月 :3月計

差 引 O千円

資本的収入 ι002千円

資本的支出 10，303千円

差引不足額 6，301千円

差引不足額は当年度分損益勘定留保金で補てん

します。

|新設 工 事 1---s41τl----;SゴJ|ヲ ;I iF
l増設変更工事 34I 33 I 29' 21 i 40 I 44 i 201 

1 修繕工事 451 95 i 83' 301! . 75! 135! 737: 

漏水工事 1851 152! 1.5;): 946; 59! 1ぉ 11，630

その他布設替 | 4| 4i f 1l 3l 21 171 
臨時||i; i|||

i 計 302I 331! 296 1，2931207 I 335 12川 !

予

‘ 

~' 

-、

d 
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配水量表

li配 水 量
10月 202，718

11月 188，634

12月 195，185

1月 208，203

2月 191，669

3月 210，898

計 | 1，197.307

(単位立方メ ート ル〉

一日平均配水量

6，539 

6，256 

6，296 

6，716 

6，845 

6，803 

6，579 

建設改良工事

工 事 名 i工事費

3号 ポ ン プ所 柵及び整地工事 350 

松 原 ポンプ所柵地盤カサ上工事 800 

宮小路34号国道配水管布設替工事 1，963 

新城 地 区配水支管布 設 工 事 120 

西 小 路 配 水 管 布 設 工 事 878 

原口地区 λY 1，094 

植松~池田 11 783 

玖島中学校線 ノY 4，125 

(単位千円)

着工年月日竣工年月日l

42. 2.13 42. 3.20 

42. 2.13 42. 3.25 

41. 6.15 41.10.31 

41.11. 1 41.11.30 

42. 1.10 42. 2.10 

42. 1.10 42. 2.10 

42. 2.10 42. 3.31 

41.12.28 42. 3.20 

(別表 1) 経 理 の状況 (単位千円〉

区 分 当初予算額 |追加増減額 i予備費充用額l費目流用額 合 計執行額

草的収入 加設水道 事 業収益
66，011 63，616 

方1項営業収益 56，117 56，117 54，135 

ヰヲ2項 営 業外収益 9，894 9，894 9，481 

益収的支出I方1款水道事業費 用 l
66，011 1 66，011 62，155 

ヰァ1項 営 業 費用 57，083 1，800 58，969 55.523 

71'2項営業 外 費 用 6，928 6，928 6，632 

71'3項 予 備 費 2，000 ム1，800 114 

*1款 資本的 収入 4，002 5，987 9，989 9，487 

資対71項固定資産 売 却 代 金 1 1 

本71'2項寄 附 金 1 1 

収的 矛3項充萱瀬当ダ収ム償入還金金 4，000 4，000 3，500 

入 71'4項 他会計か らの長期借入金 一 5，390 5，390 5，390 

矛5項工事負担金 597 597 597 

資|芳1款資本的支出 | 13，093 5，9871 19，080 18，142 

本 社ヲ1項 建設 改 良費 8，185 5，987 14・172 13，739 

的71'2項企業債償還金 4，208 4，208 4，207 

支71'3項投 資 200 200 196 
出

方4項予 備 費 500 

(別表 2) 企業明細書 (単位千円)

!韻目的|借入先 |発行年月日|発行総額 |当年信償還ま償還iL計 1:償喜 |発行価格 |利率 |償 還終 期 l

l T一大
改良費|宣運 用 部 23.6.30 I 700 I 72 I 700 1 - 1 . 700 :年 751: 42. 3. 1 I 

28. 3.31 I 10，0001 1，150 I 8，774 1 1，226 I 10，000!$年6 分5 厘国|必 3. 1 

部制叩1叩m引Oω3
1 37. 5.31 I 6臼2，ρ川O∞00川 1，3謁621 4.963引 5町7，0閃③引7引 6臼2，ρ川O∞O∞0:年6分5厘1m!6臼2. 2. 1 

i公営企餓業 13幻7.5.31 1 15，000 I 1，154 i 3，4621 11，5381 15，000 1fF:75J4@1 1 ~~*~ 1 37. 5.31 1 15，000 1 1，154 I 3，462 1 11，538 1 15，000 1年7分4@152. 3. 20 |金融公庫 v.. oJ.V..L! ..Lv，VVV  1 .J..，.Lo...J"'2: I G1， -:r.v~ I ...L..L，¥Juu I .Lo...J，vvv ]""'""t""I.Jj "'%'J.a] 

(別表3)

前年 度 末残高

13，000 

一時借入金明細書
本 年度中におけ る
借入残 高 最高 額

14，000 

本年度末残高

14，000 

(単位千円)

備 考

借入先

(株) 親和銀行大村支庖

借入限度額 14，000 


